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豊かな住生活の実現に向けて 
 

公益財団法人 住宅リフォーム・紛争処理支援センター 

理事長 淡 野  博 久 

 

新年明けましておめでとうございます。 

日頃から当財団の事業に多大なご支援とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

当財団は住宅品質確保法及び住宅瑕疵担保履行法に基づき、住宅紛争処理支援センターとして

住宅紛争審査会（全国の単位弁護士会）への支援、消費者等からの電話相談にお答えする「住ま

いるダイヤル」の運営、全国の単位弁護士会と連携した弁護士と建築士の対面による原則無料の

専門家相談等を実施しております。 

  

昨年は住宅品質確保法が 2000(平成 12)年に施行されてから 25 年(四半世紀)を迎える節目の

年であったことから、有識者の皆様や関係団体の協力を頂戴しつつ、昨年 10 月 23 日に記念シン

ポジウムを開催しました。その模様を含め、関係者からお寄せいただいた原稿や法律の制定・改

正や関連制度の経緯・変遷などを紹介する記録誌を本年春にもとりまとめることとしております。

住宅の質の確保・向上と紛争の予防、円滑な解決に向け、同法に基づく各種制度（特に建設住宅

性能評価）の一層の普及と適切な運用等を図るべく、記録誌の内容を広く周知してまいりたいと

考えております。 

  

住生活基本計画の見直しに向けた審議において多世代にわたり活用される良質な住宅ストッ

クの形成、そのようなストックが循環するシステムの構築、担い手の確保・育成などが重要なテ

ーマとして掲げられています。当財団といたしましても、安心して既存住宅が取引・リフォーム

される環境整備に向け専門家相談、紛争処理支援等の対象となる２号保険（既存住宅売買やリフ

ォームに係る瑕疵保険）の普及、所有者自身による適切な維持管理・点検等を推進するための情

報発信、マンションリフォームマネジャー・＜住宅リフォームエキスパート＞増改築相談員など

リフォーム関連の資格制度の充実・活用促進、コンクールを通じた社会課題・地域課題に対応し

たリフォームの推奨など、ストック関連の対策に力を入れて取り組んでまいる所存です。 

 

新築住宅も対象とする各種取組みに加え、ストックに重点を置いたこれらの取組みを通じ、消

費者の利益の保護、住宅紛争の迅速かつ適正な解決、良質な住宅ストックの整備・流通の円滑化、

リフォーム市場の健全な発展等による豊かな住生活の実現を図るべく、尽力してまいります。 

末尾に当たり、皆様のご健勝とご繁栄を心より祈念いたしまして、新年のご挨拶とさせていた

だきます。 
 
  

 

 

 

■最終合格者数 91 名、合格率は 35.3% 

当財団では、2025 年 9 月 28 日(日)に全国５会場（札幌、東京、名古屋、大阪、福岡） 

で実施した、第 34 回（2025 年度）マンションリフォームマネジャー試験の合否結果を 12 月 9 日(火)に発表。 

受験者数は、学科試験 208 名、設計製図試験 236 名で、合格者数は、学科が 97 名(合格率 46.6%)、設計製図が

106 名(合格率 44.9%)。最終の実受験者数は 268 名※で、合格者数は 91 名、合格率 35.3%でした。 

 これで試験合格者は、延べ 11,325 名（平成 4 年度研修修了考査合格者を含む）となりました。 

※実受験者数には、学科または設計製図の一科目のみ受験した 10 名は含まれません。 

詳しくは☞ https://www.chord.or.jp/course/reform_manager/acquire/result/index.html 

<住宅リフォームエキスバート> 
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「住宅省エネ 2026 キャンペーンの実施」と「みらいエコ住宅 2026 事業」の概要 

 
 

 
 

◆住宅省エネ 2026 キャンペーンの概要 ☞ https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001970798.pdf 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆みらいエコ住宅 2026 事業の制度内容 ☞ https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/content/001973597.pdf 

 

 

 
  

＜住宅ﾘﾌｫｰﾑｴｷｽﾊﾟｰﾄ＞増改築相談員ニュース NO.68 
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令和８年度国土交通省住宅局関係予算決定概要について 

令和８年度の国土交通省予算決定概要が公表されました 

https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/house/jutakukentiku_house_tk4_000215.html 

 
 

 
令和７年12月26日に、国土交通省における令和８年度予算の決定概要（一般会計で６兆749億円）が

公表されました。「1.国民の安全・安心の確保」、「2. 持続的な経済成長の実現」、「3. 個性をいかした

地域づくりと持続可能で活力ある国づくり」の３点を柱として構成されています。 

 

  【住宅関連の主な予算】 

・既存住宅流通・リフォーム市場の活性化：291億円 

・多様な世帯が安心して暮らせる住宅セーフティネット機能の強化：730億円 

・空き家対策、所有者不明土地等対策及び適正な土地利用等の促進：90億円 

・担い手の確保・育成や生産性向上による持続可能な建設業の実現：5億円 など 

 ※詳しくは☞ https://www.mlit.go.jp/page/content/001975260.pdf 

 

 
 

令和８年度の住宅局関係予算決定概要では、予算の基本方針が挙げられており「重点施策のポイント」とし

て、以下の分野における施策を中心に重点的に取り組むこととされています。 

１） 住まい・くらしの安全確保、良好な市街地環境の整備 

（災害対策の強化／災害へのレジリエンスの向上／被災地における恒久的な住まいの確保） 

２）既存ストックの有効活用と流通市場の形成  

（既存住宅流通市場の活性化／空き家対策の強化） 

３）誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保 

（こども・子育て対策／住まいのセーフティネット／バリアフリー） 

４）住宅・建築物における持続可能な社会の構築 

（省エネ性能向上・LCCO2 の削減／木材利用の促進／住宅・建築物分野のＤＸ推進／住宅・建築分野の国際展開） 

 

「重点施策のポイント」において、主に住宅リフォームに関連すると思われる内容についてご紹介します。 

◆住まい・くらしの安全確保、良好な市街地環境の整備 

  【災害対策の強化】 

◯耐震改修・密集市街地解消の着実な促進 

◆既存ストックの有効活用と流通市場の形成 

  【既存住宅流通市場の活性化】 

   〇既存住宅流通市場の拡大・既存住宅の維持管理の社会的定着に向けた取組強化 

   〇総合的なマンション対策への支援 

    〇既成住宅地の活用・再生に向けた取組強化 

   【空き家対策の強化】 

 〇空き家の除却・活用促進への支援の強化 

◆誰もが安心して暮らせる多様な住まいの確保 

【バリアフリー】 

〇既存建築物のバリアフリー改修等への支援 

◆住宅・建築物における持続可能な社会の構築 

【省エネ性能向上・LCCO２(ﾗｲﾌｻｲｸﾙｶｰﾎﾞﾝ)の削減】 

〇既存住宅・建築物ストックの省エネ化の促進 

〇新築住宅・建築物の省エネ性能の引き上げ   など 

※詳しくは☞ https://www.mlit.go.jp/page/content/001975402.pdf 

 

＜住宅ﾘﾌｫｰﾑｴｷｽﾊﾟｰﾄ＞増改築相談員ニュース NO.68 
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令和８年度国土交通省税制改正概要から住宅に関係する内容の抜粋 

2025 年版住宅紛争処理技術関連資料集【CD-ROM 版】の販売について 

 
 

 
 
 

令和７年 12 月 26 日に、令和８年度国土交通省税制改正概要が公表されました。その中から、住宅

分野に関係する内容を抜粋してご紹介します。 
 

【豊かな暮らしの実現と個性をいかした地域づくり】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※詳しくは☞ https://www.mlit.go.jp/page/content/001975596.pdf 

 

 

 

 

住宅紛争処理技術関連資料集は、「住宅の品質確保の促進等に関する法律」に基づく 

建設住宅性能評価書が交付された住宅及び「特定住宅瑕疵担保責任の履行の確保等に 

関する法律」に基づく瑕疵保険が付された住宅に係る紛争について、迅速かつ適正な 

解決を目的とし、住宅紛争処理支援センターから指定住宅紛争処理機関への支援業務 

の一環として策定したものです。 

2025 年版は、2024 年１月から１２月末までに制定・改正された建築基準法とこれ 

 に基づく国土交通省告示および関連する基準・指針・仕様書等への対応を図っています。 

また、ＡＬＣ外壁における不具合等に係る調査方法編及び補修方法編の計１２シート 

について、「ＡＬＣ外壁補修工法指針・同解説（第２版）」との整合を図り、補修方法編 

の記述の見直し（９シート）・取止め（１シート）を行うとともに、調査方法編におけ 

る鉄筋コンクリート造と鉄骨造の各々１シートを統合し、より実状に即した内容になる 

よう見直しました。     

                                  ご注文はこちらから↓→ 

https://form.run/@chord-publications 

＜住宅ﾘﾌｫｰﾑｴｷｽﾊﾟｰﾄ＞増改築相談員ニュース NO.68 
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